
建て替えられたり、大改修を受けて当初の面

影を失っているなか、天王寺駅はなお往時の

骨格をたもっているからである。東側の正面

から見たときのLの字を横に倒したような輪

郭と、 l隔100メー トルを超える水平連続窓の

連なりは、48年間変わっていない。

形態がk，'ltJえされてきたのにはいくつかの理

由がある。一つには、他の大規模民衆駅が次々

と更新されたり大改造されたりしたのは、新

幹線の開通が大きな原因だったのだが、乙乙

ではそれがなかったことがある。しかし、な

により大きかったのは、天王寺駅が橋上駅で

あるためである。ごの乙とを説明するにはや

や紙幅が必要であろう。

地図を見ると一目で分かるように、駅舎の

北側過半は掘割の中を通過する 5線路の上に

ある。という乙とは、線路のあいだに基礎を

組んで躯体を立ち上げている。そもそも、と

の地下部分の工事は1937年(昭和12)に開

始されたものであった。それまで跨線橋だけ

だった線路上に地上4階建ての建屋を設け、

橋上駅と大阪鉄道局大阪管理部の庁舎とに充

てる、という大計画が実施に移されていたの

である。あわせて駅西方の線路上にかかる阿

部野柿を改築拡張して、駅と一体化した広場

とする工事もお乙なわれた。

しかし、着工後ほどなく日中戦争が勃発す

る。鉄骨工作物の統制が進行し、ついに工事

は中絶を強いられる。地下部分の鉄骨架橋は

組み上がった段階であったのでそのまま残置

する乙ととなったが、 地上部分は準備ができ

ていた鉄骨を回収されてしまい、駅舎本体は

木造の仮設駅舎のまま推移する。完成をみた

のは前面の阿部野橋だけであった。ちなみに

大阪駅も同時期に地上 5階建ての計画で着工

し、躯体の鉄骨を組み上げていたが、やはり

資材t宛iIllJにかかる。中央部をのぞいて 3階以

• I民衆駅Jという響き
乙乙では1962年(昭和37)10月号の 『建

築と社会』誌に掲載されたときの名称にした

がって「天王寺民衆駅」とL、う表題を掲げた。

現在の呼び方を採用するなら、 JR天王寺駅

と「ステーションプラザてんのうじ」という

ことになろう。

「民衆駅」とは、国鉄駅舎を建設する際に、

民聞が一部出資して商業活動をおこなうスペ

ースを駅舎内に設置する形式をいう。そもそ

も戦災を受けた釈舎の再建のために国鉄がひ

ねり 出したアイデアといわれる。出資者は多

くの場合、 地元の商業資本であるわけだが、

それを「民衆jと呼んだところに、駅舎再建

に協力 してもらうという姿勢がうかがえる。

と同時に、国鉄が官業中の官業として、商業

活動には手を染めようとしなかった時代の雰

囲気も伝えている。

ただ、こうした辞書的な説明からはみ出す、

一種はなやかな響きが「民衆駅」にはあった。

要するに大都市でなければ生まれない存在と

いうイメージである。実際は必ずしもそうで

もなく、 小都市が2階建て止まりの駅舎を建

てた例も多いのだが、鹿児島で、育った筆者に

とって博多民衆駅がまぶしく見えたこともま

ちがいないのである。

1987年(昭和l62)の国鉄民営化によって、

「民衆駅jは死語となった。取って代わった

のは「駅ピjレjというまことに即物的な単語

である (1970年代には「駅関連事業ビルj

と称していた。乙れはこれで官僚臭がただよ

う)。
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2003年に外装を一新して、色調も白へと様変わりした①北西側外観 (現在)



② 

⑤ 

⑥ 

① 
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園田聖書量望書言語軍事重重量言語言語亘書主主昌

u 
. 

②外観 (上空から)

. . 

5 写真 場
- 6 事務室

③ 

l ステーション
デパート人口

2 ホテル案内
3 コンコース
4 待合室
5.出札室
6 案内所
7 己主 キL Iコ

J_:fl上部分には当初jから噌築の準備がされていたことがうかがえる。画像右端のあびこ筋を
はさんで、近鉄百貨庖(村野勝吾設百|、1957年竣工)があった。

①西側立面

山形アルミの外装材は、以後よく絞{脱されることになる。

④南西角詳細

⑤東側外観

天王寺MIOができて、 今はこのアングルからは眺められない。

⑤駅コンコース

①大阪都ホテルフロントおよびロビー (4階)

大阪音1¥ホテル(のち天王寺昔1¥ホテル)は2001年に営業を終え、 4階は主にレストラン街、
51稽はソフマップとなっている。

③1階平面図

③5階平面図

「建築と社会J抑制号(昭和37年10月号)より|目



⑬西側ファサード (現在)

北側Ijは玉造筋まで増築され、また9階建て部分も

二度にわたって増築されている。

⑪西側ファサード南側から (現在)

長さ130m近い水平連続窓は、壮観で、ある。

⑫1階外周柱詳細 (現在)

外周の柱のステンレス仕上げは変わっていない。

(写真①参照)

⑬ 1階コンコース内柱詳細 (現在)

仁1:'2階がある入lWIの柱は、大理石のみで、仕上げら

れる。

⑪ 1階コンコース (現在)

中央にステンレスの格を走らせた大理石張りの柱

と天井のルーパーは、当初のままである。

(写真⑥参!!m

⑬中央階段 (現在)

民間部分は、原形をしのべる筒所は少ないが、階

段まわりは、手すり、テラゾーなど当初Jの而)~を残

1九

⑮北側階段 (現在)

⑪ 

主弓

⑫ 

⑬ 

⑬ 

⑬ 

⑬ 

⑬ 

39 



上は解体 ・回収されてしまい、 1940年に 2

階建てをもって完成ということになった(戦

後3層部を増築)。

天王寺駅は、終戦後も長く仮駅舎のままで

推移した。狭|鳴をきわめたため、改築を切望

したが、国鉄本社は!被災駅舎の復旧を優先し

た。民間資本から民衆駅方式で改築したいと

いう詰願が現れたのは1951年(昭和26)ご

ろからといわれる。しかし民間側がまとまら

ず、いずれも流産した。1959年にいたって、

株式会社ステーションビルディングが組織さ

れ、その詰願を承けて、1960年に新しい駅

の建設に着手する。

その際、!被前からの地下架桝を活用するこ

ととなった。前記のように、この桝造体は4

階建ての建築物を想定したものであり、とれ

に補強を施し、 地上部分を極力il産量化しても

新駅ビルは地上 51稽が限界であった。ただ、

北1Jl11の旧阪手[断道天王寺駅部分は上11可台地上

に設けられた頭端型のホームである。これは、

元来、 1929年に阪和電気鉄道 (1940年に南

海と合併)天王寺駅として設置されたもので、

1944年にこの駅舎を鉄道省天王寺駅に統合

していたのである。この一角に関しては新た

な基礎を築くことができたため、階数が自由

に設定できた。この時点の高さmlJ附 二限で、あ

る31メートルいっぱいを使って 9階建てと

された。

ここで、やっと、なぜ天王寺民衆駅の姿が

変わらないか、という話題に戻ってこられる。

王寺民衆駅のなによりの特徴であるL字型

のファサードは、基礎梢造物に規定されてい

るものであり、いわば前世からの宿縁なので

ある。5階建てをもっと高くしようとすると、

環状線がひっきりなしに通るいわゆる活線の

上で、文字どおり根乙そぎ構造体を更新する

よりほかない。そこまで踏み切れないために

今日に至っているといえるのである。

-建設の過程
あらためて戦後の天王寺民衆!択の建設経緯

を整理してみよう。

1959年(昭和34) 9月9日近鉄 ・南海 ・

鉄道弘済会 ・日本交通公社 ・日本食堂 ・者11ホ

テルが出資する株式会社天王寺ステーション

ビルディングが設立された。翌日60年(昭

和135)2月に民衆駅建設の認可が下り、 4月

7日に地鉱探をおこなって、仮設駅舎 -ホー

ムの建設に着手した。7月11日に鍬入れ式を

挙行。2年間の工事を経て、 1962年 9月20
日に完成、翌21日に竣工式が挙行され、ステ

ーションビルが開業する。全国で27番目に竣

工した民衆駅とされる。総工費は約28億円、

このうち国鉄の負担は約3億円であった。

40 

当初の使い方を 『建築と社会j誌の平面図

から見てみよう。地下は 2}'晋(中 2階を含め

ると 3 層)で地下 2 1~~は機械諸室だが、 地下

1階は売届 ・食堂 ・理髪屈はふつうとして、

「コー ヒースタンド」は言葉自体がなつかし

く、ニュース映画館があったのは「この乙ろ

でもまだJといぶかしいが、従来この地で営

業していた館を収容せざるをえなかったため

という。 l階は当然駅コンコースで、その上

部、吹き抜けを阻んで中2階が設けられ、駅

務室が配される。2・31結はステーションデ

J{¥ートとなる。「証券J苫命liJの存在が目を惹

く (今でも野村謹券が 3階に入っている)の

は、竣工前年の1961年(昭和136)が空前の

証券ブームだったせいか。4. 51暗は大阪者11

ホテルが使用した。誌面に手[1室も紹介されて

いるのがやはりH寺代であろう。北側の高層部

は基本的にエレベーターシャフトなのだが、

6階 ・7階の南面は従業員用諸室が置かれ、

8階は倉庫、 9階が機械室となる。この部分

は1964年に 6階が南側にl.5倍ほど広げられ、

68年には 7・8・9階も 6階と同様に増築

された。乙のときにはまた、下層部分も含め

て、玉造筋の|祭まで拡張されている。

設計監理者としては国鉄の東京工事事務

所-大阪工事局 ・大阪電気工事局 ・天王寺鉄

道管理局の 4部署、そして安井建築設計事務

所、天王寺ステーションビルディングの計6

者が掲げられている。乙の聞の事情について、

当時、安升二建築設計事務所社長だった佐野正

一氏は 『建築と社会j誌で次のように説明し

ている。

民衆駅の原則にしたがって、躯体と国

鉄部分の内装設計は国鉄大阪工事局建

築諜で、民資部分の内装設計は私どもが

担当して進める取り決めであったが、建

物面柏も大きく内容も複雑だから両者

の作業の錯綜は避けられない。それがう

まく強調して進み得たのは、根底に関係

者相互間の強い信頼と協力があったこ

ととが何よりも特筆されなければなら

ない。

通例は、国鉄側で設計の骨子を固めて、外

部の設計事務所は部分的に参加することにな

るのだが、ここでは佐野氏が国鉄OBで、京

都駅をはじめとする駅舎設計の実績があるこ

とから設計を主導する立場にたった。なお、

国主刈!uの実質的な設計者として、当時大阪

事局の田中進一郎氏の名前が挙げられてい

る。

佐野氏は、前記 『建築と社会j誌で、設計

者間で決めた基本的な方向4点を紹介する。

1.軽量化すること。旧基礎をそのまま

使い地上 5層とするために鉄骨造

パーライト防火被覆の構造体にア

ルミニウムの外装。

2.停車場のよき典型であること。明快

な駅プランと材料、色彩の選択。

3.民衆駅のよき典型であること。民資

部分のプランの整理と品格の向上。

4.設備の充実。

ここで挙げられたなかの「アルミニウムの

外装jは怠匠的にも大きな意味をもった。グ

レーの山形パネルがストライプを描いて、長

大な立面を引き締めた。この色の選択につい

て、佐野正一氏にうかがったとごろ、四天王

寺の葺を踏まえたとのことであり、今でも強

い愛着を示しておられた。

佐野氏の面白躍如といえるのが、高層部の

6階部分の壁面を下げて、立商をいったん見

切り、 7. 8・9階のボックスを浮かしたと

ころである。佐野氏がアーティキュレーショ

ンに長けた建築家であることは増築での手腕

に明らかだが、ここでは、一層だけカーテン

ウオールをやめるという 小技が延べ 3万

5000niの大建築の印象を決めているといっ

てよい。

また、竣工写真を見ていて、いいなあと思

うのは、都ホテルのフロントまわりである(写

真①参照)。近年注目されている60年代モダ

ニズムのエッセンスといっても過言ではない

だろう。

ただ、 1990年代後半以降、改修とテナン

卜の変更が繰り返され、内装で竣工当時の様

子をとどめる個所は l階コ ンコースのほかは

ほとんど、見出せない。立面も外装材が取り若

えられて青灰色から白に変わり、右背後には

12階建ての天王寺MIOがそびえる。冒頭に

述べたように、輪郭とファサード構成だけが

保たれている。しかし、その切れ味鋭い直方

体は、 l直l換をきわめる街並みのなかでなお凍

然たる美しさを見せる。
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